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８月 24日、ＪＲ連合は「富士山の森

づくり」植林ボランティア活動を実施

した。本活動は、公益財団法人オイスカ

が、山梨県鳴沢村（富士山２合目付近、

標高約 1500～1700メートル）における

虫害の発生により損なわれた森林約

100 ㏊の早期再生をめざして富士山に

自生する広葉樹を植樹してきた取り組みであり、ＪＲ連合も 2007 年より協働し実施し

てきた。2019年に交運共済が主催する形で実施したのを最後にコロナ禍で中断していた

が、昨年に続き、多くの参加者のもと実施することができた。 
 
今回は、ＪＲ東海ユニオン・ＪＲ東海連合・ＪＲ西労組・ＪＲ四国労組・ＪＲ九州労

組から、総勢 30名の組合員・家族らが参加した。また、日頃から整備新幹線関連の政策

実現等で連携している鉄構労（鉄道運輸機構労働組合）から２名

の参加があった。 
 
当日は、各グループに分かれ、成長した苗木を獣害から守るた

めのネットの張り直し作業を行った。普段の業務などではあま

り扱わないノコギリやカマを使いながら、専門家の指導のもと、

安全第一に作業を行った。大きなトラブルなく作業を終え、その

後は交流バーベキューを行い、参加者どうしの懇親を図った。 
 
ＪＲ連合は、ＪＲ産業が社会の支えがあって成り立っている

ことを今一度認識し、今後も地域社会に必要不可欠な存在であ

り続けるために、引き続き「ＪＲ連合ビジョン」で掲げるとおり、

社会とつながり、地域とつながり、他産業・労働組合の仲間とつ

ながっていく。 
 

 


